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タ
ー
ミ
ナ
ル
中
心
に
町
づ
く
り

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
宇
治
地
域
と
広
野
町
地
域
の
整
備
計
画
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
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治
地
域
は
市
の
中
央
玄
関
と
し
て
、
広
野
町
地
域
は
市
の
南
の
玄
関
口
に
位
置
付
け
、
町
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づ
く
り
案
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
整
備
計
画
は
、
市
域
を
十
二
地
域
に
分
け
て
、
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地
域
ご
と
に
七
十
年
を
展
望
し
て
策
定
し
て
い
く
も
の
で
、
今
回
で
六
地
域
分
の
計
画
案
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が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
笠
取
地
域
分
が
策
定
を
完
了
。
残
り
の
地
域
に
つ
い
て
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も
順
次
計
画
案
を
ま
と
め
、
五
十
九
年
七
月
に
策
定
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

層
住
宅
お
よ
び
低
層
住
宅
の
店
舗

併
用
住
宅
と
し
、
夜
間
滞
留
人
口

増
大
へ
各
種
文
化
、
教
養
、
娯
楽

施
設
、
飲
食
店
の
誘
導
を
行
い
、

新
た
な
下
町
文
化
の
興
啓
あ
ざ

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
配
置
は
、
行
政
施

設
、
教
育
施
設
お
よ
び
社
会
福
祉

施
設
な
芦
尽
南
部
に
配
置
。
西
部

に
は
。
既
設
公
民
館
寫
銭
市
民

セ
ン
タ
ー
に
転
換
し
、
こ
れ
ｍ

心
に
駅
前
広
場
お
よ
茫
落
橋
通

り
を
審
含
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″

ゾ
ー
ン
か
形
成
。
さ
ら
に
東
部
は
、

既
設
観
光
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
菟

道
小
学
校
か
ら
大
吉
山
公
園
ま
で

を
含
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
ゾ
ー

ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。道

路
で
は
、
宇
治
橋
西
詰
に
主

要
地
方
道
の
結
節
点
が
あ
り
、
ま

た
、
菟
道
・
明
星
町
地
域
に
京
Ｅ

バ
イ
パ
ス
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
れ
ら
に
対
に
す
る
た
め
一
只
Ｅ
バ

イ
パ
ス
以
南
の
主
要
地
方
道
京
都

宇
沿
線
を
四
車
線
に
拡
幅
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
道
路

宇
治
白
川
線
と
の
合
理
的
な
結
節

を
行
ラ
第
二
宇
治
橋
の
架
橋
を
要

望
ず
る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。
さ

ら
に
、
国
鉄
宇
治
駅
の
駅
ビ
ル
整

備
や
市
街
地
再
開
発
か
前
提
と
し

て
、
都
市
計
画
道
路
里
尻
大
久
保

線
盈
犯
四
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

広野町地域の整備計画案

□東部ゾーン

口中央ゾーン

口西部ゾーン

○コミュニティゾーン

交
通
量
緩
和
ヘ
バ
イ
パ
ス
新
設

六
十
五
年
の
広
野
町
地
域
の
人

口
を
一
万
七
千
五
百
人
と
想
定
。

こ
の
地
域
を
市
の
南
の
玄
関
口
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

土
地
利
璽
箇
で
は
、
地
域
お

目東部ソーン

ロ西部ソーン

ロ南部ゾーン
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よ
び
市
街
化
の
状
態
な
ど
を
基
礎

に
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
。
東
部

は
、
緑
や
周
辺
の
歴
史
的
遺
産
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
が
適
正
に

配
置
さ
れ
た
調
和
の
あ
る
低
密
度

住
宅
地
区
に
。
中
央
部
は
、
商
業

核
の
形
成
を
図
り
、
中
・
高
密
度

住
宅
地
と
の
一
体
的
な
整
備
の
中

で
、
商
業
・
業
務
施
設
と
住
居
施

設
が
適
正
に
配
置
さ
れ
た
商
業
・

業
務
地
区
。
そ
し
て
西
部
は
、
近

鉄
京
都
線
以
西
の
広
大
な
ス
ペ
ー

ス
か
将
一
す
る
自
衛
隊
用
地
に
隣
接

す
る
比
較
的
良
好
な
住
宅
地
を
、

今
後
も
維
持
し
て
い
く
中
密
度
住

宅
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
配
置
は
、
東
部
に

は
カ
ル
チ
ャ
パ
ー
ク
的
な
機
能
を

構
成
す
る
史
跡
公
園
と
、
そ
の
周

辺
に
集
合
的
に
青
少
年
活
動
セ
ン

タ
ー
か
配
置
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
る
中
学
校

聚
含
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン

の
形
成
を
図
り
、
中
央
部
に
は
、

地
区
公
民
館
お
よ
び
図
書
館
分
館

を
主
体
と
す
る
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
を
配
置
。
西
部
に
は
、
伊
勢
田

町
地
域
と
の
生
活
圏
的
詣
移
指

向
し
た
第
二
次
生
活
圏
施
設
な
ど

を
配
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー

ン
の
形
成
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

康
司道
路
で
は
、
市
の
主
要
な
南
北

幹
線
で
あ
る
国
道
2
4
号
線
お
よ
び
、

主
要
地
方
道
宇
治
淀
線
の
交
通

量
緩
和
と
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺

整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
近
鉄

京
都
線
の
高
架
化
、
府
道
大
久
保

停
車
場
線
お
よ
び
主
要
地
方
道
宇

治
淀
線
バ
イ
パ
ス
の
新
設
か
促
進

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
宇

治
地
域
で
一
部
整
備
の
進
ん
で
い

る
都
市
計
画
道
路
下
居
大
久
保
線

は
、
早
期
に
整
備
し
、
宇
治
、
琵

琶
台
、
打
居
台
地
域
と
の
連
携
を

す
1
め
る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

12地域に

策定協議会を設置

地
域
整
備
計
画
は
、
七
十
年
を

展
望
―
。
そ
の
実
現
に
向
け
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

総
意
が
反
映
し
た
計
岡
っ
く
位
を

進
め
る
た
め
、
地
域
ご
と
に
策
定

協
議
会
か
設
け
る
こ
と
に
し
て
い

濠
す
。
宇
治
地
域
で
鴎
次
の
と

お
ひ
策
定
協
議
心
一
を
開
催
1
ま
す
。

協
議
会
は
公
開
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
は
傍
聴
で
孝
季
ゐ
で
お
気
軽

に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

◇

第
一
回
宇
治
地
域
策
定
協
議
会

▽
と
き
・
：
五
十
八
年
七
月
十
三
日

困
、
午
後
七
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
…
宇
治
市
民
会
館
第
一

会
議
室

209

盗
翫
圏
ご
と
に
市
域
夕
干
二
地

域
に
分
け
、
七
十
年
溶
壁
し
て

策
定
し
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住

み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」

の
実
現
宝
塚
チ
も
の
で
す
。

昨
年
の
七
月
、
笠
取
地
域
の
整

▲駅ピル整備が計画されている国鉄宇治駅周辺（6月23日）

備
計
画
案
を
策
定
、
つ
づ
い
て
横

島
町
地
域
、
菟
道
・
明
星
町
地
域

の
整
備
計
画
案
を
ま
と
め
、
現
在

協
議
牽
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
μ
蛋
と
め
た
宇
治
地
域

と
広
野
町
地
域
の
整
備
計
画
案
の

主
な
内
容
は
次
の
ぶ
っ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
鉄
宇
治
駅
に
駅
ビ
ル
宇
治
地
域

六
十
五
年
の
宇
治
地
域
の
人
口

を
一
万
八
千
人
と
想
定
。
こ
の
地

域
を
市
の
中
央
玄
関
と
し
で
位
置

づ
け
て
い
未
了
。

土
地
利
用
計
画
で
は
、
こ
の
地

域
の
都
市
計
両
用
途
地
域
指
定
お

よ
び
土
地
利
用
の
現
況
な
丿
妬
ら

三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
て
い
ま

す
。
東
部
は
、
市
街
化
調
整
区
域

の
緑
の
保
全
と
あ
わ
せ
て
、
ゆ
た

か
な
歴
史
的
文
化
財
の
保
全
お
よ

び
観
光
地
と
し
て
の
面
的
整
備
を

図
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

地
区
。
西
部
は
、
国
鉄
宇
治
駅
の

駅
ビ
ル
整
備
か
核
に
、
駅
北
側
お

よ
び
商
店
街
の
市
街
地
再
開
発
誘

導
の
商
業
・
業
務
地
区
。
南
部
は
、

良
好
な
中
密
度
庄
宅
地
へ
の
土
地

利
用
と
と
も
に
、
市
の
中
央
施

設
お
よ
び
広
域
的
な
施
設
の
適
正

な
配
置
、
都
市
計
画
道
路
等
の
整

備
を
図
る
住
宅
地
区
と
し
て
い
ま

す
。な

か
で
も
駅
ビ
ル
整
備
に
つ
い

て
は
、
二
十
万
都
市
の
景
観
と
機

能
か
整
え
る
た
め
、
国
鉄
宇
治
駅

に
シ
ョ
″
ピ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
宿
泊
施
設
な
ど
を
民
間
資
本
の

導
入
の
も
と
に
誘
導
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
鉄
奈

良
線
の
複
線
化
や
府
立
山
城
運
動

公
園
な
ど
へ
の
利
便
を
確
保
す
る

た
め
、
新
た
な
交
通
手
段
の
確
保

夕
穏
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
怒
落
駅
周
辺
再
開
発
で
は
、

国
鉄
宇
治
駅
北
西
を
中
心
に
中
高

宇治地域の整備計画案

宇治、広野町地域

　
市
で
は
、
行
政
か
計
固
的
に
す

す
め
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
を
目

標
と
し
た
総
合
計
画
を
五
十
年
に

策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
策
定
を

す
す
め
で
い
ま
す
地
域
整
備
計
画

は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
第
一

盗
翫
圏
ご
と
に
市
域
夕
平

域
に
分
け
、
七
十
年
溶
罰

策
定
し
「
み
ど
り
ゆ
た
か
た

み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
一

の
実
現
宝
塚
チ
も
の
で
す

　
昨
年
の
七
月
、
笠
取
地
四

ｊ

地域整備計画案まと

まる
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す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
環
境
保

全
課
（
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
環
境
保
全
課
）7月10日～24日に

今
年
は
、
七
月
十
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
を
大
掃
除
期
間
と
し
て

ご
み
の
収
集
体
制
を
組
ん
で
い
ま

す
。

各
家
庭
で
は
、
日
程
表
に
従
っ

て
大
掃
除
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
シ
お
願
い
し
栄
ｙ
。
雨

天
の
場
合
は
、
次
の
日
曜
日
に
実

施
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
・
・
・
燃
え
る
、
ご
み
は
、

実
施
さ
れ
た
週
の
定
期
収
集
日
に

収
集
。
燃
え
な
い
ご
み
は
、
今
号

と
8
月
1
日
発
行
の
「
市
政
だ
よ

り
）
の
4
面
の
収
集
日
程
表
に
従

っ
て
収
集
に
笙
す
。

▼
粗
大
ご
み
・
：
大
掃
除
期
間
中

に
限
り
、
べ
″
ド
、
家
具
類
夕
燃

え
な
い
。
ご
み
と
し
て
収
集
し
康
ｙ
。

で
き
る
だ
け
、
小
晦
ぐ
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。
テ
レ
ビ
。
電
子
レ
ン

ジ
、
ク
1
‐
‐
ラ
1
・
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
部

品
が
取
り
は
ず
さ
れ
て
い
る
と
い

う
「
検
査
済
」
証
が
な
い
と
収
集

1
Ｘ
Ｍ
ｔ
）
ん
。
廃
棄
す
る
と
き
は
、

メ
ー
カ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
の
出
し
方
・
・
・
必
ず
燃
え

る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
に
分
別

し
、
収
集
日
当
日
に
定
点
へ
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
針
や
ガ
ラ
ス
の
破

片
な
ど
の
危
険
な
物
は
、
箱
や
カ

ン
に
入
れ
て
紙
で
し
っ
か
ひ
包
み

「
キ
ケ
ン
」
と
書
い
て
、
燃
え
な

い
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
清
掃
課
）

大掃除の日程

月日 対象地域

7月10日（日）月・木曜日の収集地区

17日（日）火・金曜日の収集地区

24日剛 水・土曜日の収集地区

在
宅
痴
ほ
う
性
老
人

短
期
保
護
事
業

市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
か

ら
寝
た
き
り
老
人
に
対
し
て
、

短
期
保
護
事
業
念
犬
施
し
て
き

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
こ
の
ほ

芦
在
宅
の
痴
ほ
夕
性
老
人
に
対

し
て
も
短
期
保
護
事
業
か
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
利
用
で
き
る
の

は
市
内
に
居
住
し
、
特
別
な

介
護
が
必
要
と
認
め
β
れ
る
ほ

腿
八
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
介

護
し
て
い
る
ご
家
族
な
ど
が
病

気
や
事
故
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

理
由
で
一
時
的
に
介
護
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
で
す
。

保
護
は
、
七
ぼ
間
以
内
で
市

が
委
託
し
て
い
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。
な
お

参
人
ホ
ー
ム
へ
の
送
迎
は
利
用

者
の
家
族
で
し
て
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

①
伝
染
性
疾
患
に
か
か
り
、
他

の
入
所
者
に
伝
染
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
人

②
病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
入

院
し
て
、
医
療
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
人

③
そ
の
他
、
対
象
者
と
し
で
適

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

▼
費
用
・
・
・
牛
活
保
護
世
帯
を

除
い
て
、
一
日
千
二
百
円
▼
申

し
込
み
…
申
請
書
に
医
師
の
診

断
書
か
そ
え
て
福
祉
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
（
福
祉
課
）
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（その10Ｄ）

御
通
と
い
う
三
仲
ヶ
間
の
名
称

は
、
仲
ヶ
間
結
成
以
前
か
ら
私

的
な
呼
称
と
し
て
存
在
し
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
仲

ヶ
間
の
成
立
に
よ
っ
て
、
そ
の

呼
称
が
公
称
と
な
り
、
茶
師
そ

れ
ぞ
れ
の
家
格
の
差
は
、
対
外

的
に
も
顕
在
化
し
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
ぷ
フ
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
名
称
の
使

「
御
物
」
と
い
う
言
葉
は
、

宇
治
茶
の
場
合
、
将
軍
自
身
が

使
用
す
る
茶
盈
俣
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
言
葉
は
将
軍

家
御
用
茶
の
納
入
開
始
当
初
か

ら
襲
り
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
前
回
に
記
し
た
ぷ
フ
に
、

三
仲
ヶ
間
の
成
立
以
前
に
は
ず

一
べ
て
の
茶
師
が
溺
物
御
脚

を
務
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

仲
ヶ
間
に
三
家
が
加
え
ら
れ
て

合
計
十
一
家
と
な
る
。
加
え
ら

れ
た
三
家
は
、
御
物
に
次
ぐ
地

位
に
あ
っ
た
「
御
袋
御
茶
師
仲

ヶ
凹
か
ら
昇
格
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
十
一
家
は
、
そ
の

後
幕
末
に
至
る
ま
で
全
く
異
動

し
な
か
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
「
御
？
と

呼
ば
れ
た
茶
師
で
あ
る
。
伝
え

と
二
条
城
で
会
見
し
、
め
で
た

い
こ
と
だ
か
ら
毎
年
こ
の
二
袋

当
て
の
茶
を
献
上
す
る
ぶ
つ
命

じ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
以
後
九

家
の
茶
師
が
「
御
袋
御
茶
師
」

と
呼
ば
れ
、
家
康
の
死
後
も
歴

代
将
軍
が
江
戸
城
内
の
紅
葉
山

東
照
宮
に
奉
納
す
る
茶
壷
に
、

宇
治
茶
師
三
仲
ヶ
間
（
そ
の
二
）

「
御
物
御
茶
師
仲
ヶ
間
」
誕

生
の
当
初
、
こ
の
仲
ヶ
間
の
家

数
は
八
家
で
あ
っ
た
。
宇
治
郷

代
官
、
茶
師
頭
取
夕
兼
務
す
る

上
林
峰
順
、
上
林
竹
庵
両
家
と

こ
の
八
家
が
、
頑
物
御
伊

と
い
ラ
最
も
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
年
間
に
な
る
と
、
こ
の

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
元

和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
阪

夏
の
陣
に
勝
利
を
お
冷
め
た
徳

川
家
康
に
対
し
、
九
人
の
宇
治

茶
師
が
、
い
ち
は
や
く
戦
勝
祝

い
に
駆
け
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
新

茶
二
袋
当
て
を
献
上
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

喜
ん
だ
家
康
は
、
そ
の
九
人

゛
ｉ
ｉ
四
一

－

・
－
4
4
4
≪
ｆ
ｇ
．

乙
抹
4
Ｆ

£
抹
平
入

収
ｙ
ｉ
ｉ

ｉ
み
”
ぶ
心

ム
但

各
々
二
袋
当
て
の
て
ん
茶
か
話

め
加
え
る
と
い
う
名
誉
か
担
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
御
袋
御
茶
師
仲
ヶ
問
は
、

常
に
九
家
に
限
ら
れ
、
欠
員
が

生
じ
る
と
御
通
茶
師
か
昇
格
さ

せ
て
い
た
。

（
歴
史
資
料
室
）

£
孤
＆
れ

＼
Ｓ
£
ｉ
＊
ｒ
－
Ｓ
Ｓ
ｒ
ｍ

＞
Ｊ
ｔ
≪
≪
≪
2

ぷ
4
£
〈
、

．
．
．
．
≫

ｓ
＾
．
＜
ｐ
≪
ｉ
＞
≪
；

一
庁
え
々
奎
吋
ｆ
4
4
人

心
心
々
袋
4
け
．
几
令
ｙ
ｂ
£
ヴ
今
肖
逞
Ｉ

Ｅ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
■
■

ノ
ー
4
4
紅
攻

茶師仲ヶ問を伝える史料

宇
治
茶
師
が
三
つ
の
仲
ヶ
間

鶯
昭
成
し
た
の
は
、
多
岐
に
わ

た
る
幕
府
御
用
茶
の
茶
詰
倣

茶
師
そ
れ
ぞ
れ
が
分
に
応
じ
た

分
担
を
し
て
無
駄
を
ほ
ぷ
き
、

作
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同

時
に
そ
れ
は
、
茶
師
相
互
の
連

携
を
強
め
、
多
額
の
負
債
衆
抱

え
て
の
経
済
再
建
夕
も
意
図
し

て
い
た
。

ひ
と
口
に
宇
治
茶
師
と
言
っ

て
も
、
茶
師
各
家
は
そ
れ
ぞ
れ

営
業
規
模
や
由
緒
が
異
な
る
。

お
の
ず
か
ら
そ
こ
に
は
、
伝
統

的
家
格
と
で
も
言
う
べ
き
ラ
ン

ク
の
存
在
が
生
じ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
御
物
・
御
袋
・

用
開
始
時
期
や
ら
諏
に
つ
い
て

は
、
茶
師
の
由
緒
か
伝
え
る
多

く
の
史
料
に
、
次
の
ぷ
つ
に
記

さ
れ
て
お
り
、
か
っ
て
異
論
が

唱
え
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
茶

師
各
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
称

に
誇
り
夕
石
ち
、
祖
先
の
功
績

と
宇
治
茶
の
伝
統
の
維
持
に
努

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

夏
を
む
か
λ
、
生
活
環
境
を
快
適
に
す
る
た

め
、
雑
草
の
刈
り
取
り
や
大
掃
除
な
ど
を
し
ま

し
よ
う
。
空
さ
地
の
雑
草
は
、
害
虫
の
繁
殖
場

所
と
な
っ
た
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を
招
さ
ま

す
。
ま
た
、
大
掃
除
は
家
中
を
清
潔
に
し
、
伝

梁
病
を
予
防
し
ま
す
。

市
で
は
、
隣
近
所
か
登
古
情
の

あ
っ
た
空
き
地
の
所
有
者
に
対
し

て
、
草
刈
り
忿
賢
酒
空
き
地
の

適
正
な
管
理
に
つ
い
て
指
導
か
仔

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
遜
刈
り

条
例
”
に
稀
つ
く
も
の
で
、
昨
年

度
の
指
導
件
数
は
一
エ
〈
十
九
件

に
も
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

空
き
地
の
雑
草
刈
り
取
り
を

すみよい環境をつくりましょう（南陵町で）

今
年
も
「
事
前
通
知
」
を
お

送
り
し
、
空
き
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
草
が

伸
び
ざ
か
り
の
今
、
自
主
的
な
草

刈
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
折
で
の
空
き
地
の
雑
草

で
困
っ
た
場
合
は
、
環
境
保
全
課

ま
で
連
絡
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
状
況

を
調
査
し
た
う
え
で
所
有
者
に
指

導
し
毒
7
．

な
お
、
人
手
不
足
な
ど
で
所
有

者
が
草
刈
り
で
き
な
い
場
合
は
、

一
平
方
μ
当
り
四
十
円
で
市
に
草

刈
り
か
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま

赤
痢
の
発
生
で
、
昨
年
よ
り
五

日
間
は
ｙ
に
遅
れ
て
い
た
小
・
中
学

校
の
プ
ー
ル
の
掃
除
が
、
「
赤
痢

終
息
宣
言
」
の
出
さ
れ
た
六
月
二

十
四
日
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

宇
治
小
学
校
で
は
、
六
年
生
全

員
が
水
着
の
上
に
体
操
服
奎
そ

ま
ず
、
プ
ー
ル
の
底
に
た
ま
っ
た

石
を
拾
い
、
そ
の
あ
と
ク
レ
ン
ザ

ー
か
蛋
い
て
、
ブ
ラ
シ
や
タ
ワ
シ

で
一
年
間
の
ア
カ
を
こ
す
ひ
落
と

し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

プ
ー
ル
の
使
用
は
、
早
い
学
校

で
三
十
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

待
望
の
プ
ー
ル
掃
除

不用品情報センター

生かして使おう不用品

　
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
品
物
や
、
譲
っ

て
欲
し
い
品
物
を
不
用
・
回
報
セ
ン
タ

ー
に
登
録
し
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

　
お
問
い
合
わ
せ
と
登
録
は
、
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
商
工
観
光
課

＝
宇
治
琵
琶
3
3
、
酋
⑩
3
1
4
1
内
線

2
9
4
）
へ
。

　
〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、

折
り
た
た
み
い
ず
、
冷
蔵
庫
、
無
線
機
、

ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

自
転
車
（
子
供
用
）
、
ベ
ビ
ー
バ
ギ
ー
、

旅
行
用
か
ば
ん
、
扇
風
機
扁
じ
入
れ
た

ん
す
、
電
装
『
乳
母
車
、
ガ
レ
ー
ジ

の
門
扉
、
ロ
″
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
、
ヘ

ヤ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
－
、
歩
行
器
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉
オ
ル
ゴ
ル
メ
リ
ー
－
、
ベ

ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
ベ
ビ
ー
ベ
″
ド
、
お
ま

る
、
湯
た
ん
ぽ
、
階
段
フ
ェ
ン
ス
、
す

べ
り
台
、
ナ
イ
ロ
ン
プ
ー
ル
、
女
児
用

学
習
机
、
ス
テ
レ
オ
セ
″
ト
、
足
踏
み
ミ

シ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
鏡
台
、

ソ
フ
ァ
ー
・
、
テ
ー
ブ
ル
。
掃
除
機
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

夏の生活環境を

快適に

日
本
脳
炎
予
防
接
種

7
月
4
日
か
ら
実
施
し
ま
す

夏の大掃除

宇
治
市
史
の
窓
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防ごう非行助けよ

う立ち直り
1日から社会を明るくする運動

第
三
十
三
回
「
拡
怒
面
る
く

す
る
運
動
」
が
七
月
一
日
か
ら
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
兌
Ｂ
せ
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
ず
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

今
年
度
の
重
点
目
標
は
、
「
地

域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非

行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
で
す
。

少
年
非
行
は
依
然
と
し
て
増
え

て
お
り
、
数
的
に
は
戦
後
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
的
に
は
両

親
が
ぞ
ろ
い
経
済
的
に
も
安
定
し

た
家
庭
の
少
年
や
低
年
齢
の
少
年

に
よ
る
非
行
が
増
え
て
い
未
了
。

ま
た
万
引
や
、
家
庭
・
学
校
で
の

暴
力
事
件
、
覚
せ
い
剤
や
シ
ン
ナ

ー
な
ど
の
薬
物
乱
用
事
件
の
増
加

な
ど
乖
丿
ま
す
複
雑
・
多
様
化
し

て
い
ま
す
。

宇
治
市
社
会
忿
明
る
く
す
る
運

動
実
施
委
員
会
で
は
、
こ
の
運
動

を
す
す
め
る
た
め
、
街
頭
啓
発
活

動
や
小
・
中
学
生
か
ら
標
語
を
募

集
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
宇
治
市
襲
器
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
）

青
少
年
を
非
行

か
ら
守
ろ
う

3
日
に
講
演
会
も

今
日
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
環

境
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
青
少
年
の
問
題
行
動
は
低
年

齢
化
と
集
団
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
青
少
年
問
題
か
組
点

そ
こ
で
、
「
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
事
業
の

一
環
と
し
て
、
講
演
会
を
開
き
ま

す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
＝
7
月
3
日
面
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
テ
ー
マ
・
・
・
少

年
非
行
の
現
場
か
ら
▼
講
師
…
青

少
年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
青
木

信
夫
さ
ん
。

（
青
少
年
対
策
室
）

鳥

展

宇
治
市
観
光セン

タ
ー
で

宇
治
に
は
、
宇
治
川
を
は
じ

め
旧
巨
椋
池
跡
の
干
拓
田
や
炭

山
・
笠
取
な
ど
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
お
り
、
府
下
で
も
烏
の

種
類
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

お
知
ら
せ

宇
治
市
統
計
書

5
7
年
度
版
発
売
中

昭
和
五
十
七
年
度
中
の
宏
吊

の
動
き
を
数
字
で
表
わ
し
た
「
5
7

年
度
版
宇
治
市
統
計
書
」
を
一
冊

千
円
で
発
売
中
。
企
画
課
ま
で
。

参
院
選
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

▼
テ
ー
マ
…
第
1
3
回
参
院
選
の

公
示
前
か
ら
投
票
・
開
票
の
終
了

す
る
ま
で
の
期
間
中
、
選
挙
に
関

係
あ
る
対
象
を
取
材
し
た
も
の
。

た
だ
し
、
特
定
の
政
党
及
び
候
補

者
に
有
利
・
不
利
な
条
件
を
与
え

る
も
の
は
除
く
▼
作
品
：
永
ガ
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
四
。
切
以
上
で

未
発
表
の
も
の
▼
締
め
切
り
…
7

月
3
0
日
▼
送
り
先
…
〒
1
0
2
東
京
都

千
代
田
区
平
河
町
2
1
4
1
3
麹

町
会
館
内
、
囮
明
る
い
選
挙
推
進

協
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
。

（
選
挙
管
理
委
員
命
一
）

対
面
朗
読
や

カ
ナ
タ
イ
プ
講
習

盲
人
協
会
で
は
、
視
力
障
害
者

を
対
象
に
し
た
対
面
朗
読
や
カ
ナ

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
講
習
会
の
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
面
朗
読
は
、
ボ
ラ
ン
テ
。
4
7

が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
を
代
読
す
る

も
の
で
す
。
希
望
者
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
ａ
⑩
5
6
5
0
、
5

6
5
4
）
へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

開
町古
澤
祐
一
ち
ゃ
ん

こ
の
展
覧
会
で

は
、
宇
治
で
見
ら

れ
る
烏
の
種
類
や

そ
の
生
態
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
や
自
然
保
護

な
戸
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き
・
：
7
月
1
0
日
旧
ま
で
、

皿－ｌ－

午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と
こ

ろ
…
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
・
一
二

階
展
示
場
。
（
商
工
観
光
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
7
月
1
2
日
脚
、
木
幡
公
民
分

館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分
、
小
倉
公
民

館
＝
午
前
1
0
時
5
0
分
、
旦
椋
公

会
堂
＝
午
前
Ｈ
時
1
0
分
、
宇
治
保

健
所
ａ
午
前
Ｈ
時
2
0
分
。

（
保
健
衛
生
課
）

母
と
子
の
水
泳
教
室

▼
と
き
…
7
月
1
2
日
的
～
1
5
日

倒
、
午
後
3
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
緊
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
定

員
・
：
に
と
子
（
小
学
校
1
年
生
以

占
3
0
組
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
ぶ
話
で
市
民
体
育
課
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

水
泳
学
園
の
募
集

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
5
日
側
～
8
月

7
日
面
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と

こ
ろ
・
：
黄
聚
公
園
プ
ー
ル
▼
資
格

・
：
小
学
校
2
年
生
以
上
の
健
康
な

子
ど
も
▼
定
員
・
：
5
0
0
人
▼
受
講

料
・
：
五
千
円
▼
申
し
込
み
：
上
林

書
店
（
宇
治
橋
通
り
、
豊
⑩
3
7

7
7
）
、
体
育
協
会
黄
柴
公
園
事
務

所
▼
主
催
・
：
宇
治
市
水
泳
連
盟
。

（
市
民
体
育
課
）

祐一ちゃんは、小柄だけど元気

でマメ。お外が大好きで、もうし

っかり歩けます。

この欄に掲載するお子さん（57
年7月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

ジ
ａ
ギ
ン
グ
の
つ
ど
い

▼
と
き
・
・
・
7
月
1
0
日
旧
、
午
前

9
時
恚
…
一
時
▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が

丘
第
二
競
技
場
▼
内
容
・
：
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
正
し
い
走
法
、
補
強
運
動

タ
イ
ム
計
測
な
ど
▼
参
加
料
・
：
会

昌
制
・
年
間
千
円
（
会
員
募
集
）
。

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

▼
と
亭
：
7
月
1
6
日
出
、
午
前

9
時
半
～
正
午
と
午
後
1
時
半
～

4
時
の
二
回
▼
と
こ
ろ
・
：
膝
王
競

技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
内
容
・
：

ス
ポ
ー
ツ
相
談
、
体
力
・
運
動
能

力
測
定
、
テ
ニ
ス
な
ど
▼
参
加
料

二
人
一
区
分
、
大
人
三
百
円
、

子
供
百
五
十
円
。

両
催
し
と
も
申
し
込
み
は
、
は

が
き
で
山
城
総
合
運
動
公
園
業
務

課
（
〒
6
1
1
広
野
町
八
軒
Ｍ
Ｉ
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

交
通
遺
児
育
成

資
金
貸
付
制
度

自
動
車
事
故
で
一
家
の
働
き
手

夕
戻
わ
れ
た
り
、
重
度
の
後
造
障

害
に
苦
し
‘
’
£
て
い
る
家
庭
の
子

μ
石
た
ち
の
た
め
の
育
成
資
金
貸

し
付
け
制
度
で
す
。

▼
対
象
・
：
Ｏ
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
遺
児
な
ど
▼
貸
付
金
額

・
・
・
一
時
金
＝
十
二
万
三
千
円
、
月

額
上
万
四
千
円
、
小
・
中
学
校

入
学
支
度
金
・
：
三
万
三
千
円
▼
返

還
…
無
利
子
で
2
0
年
以
内
の
分
割

返
腐
た
だ
し
、
高
校
・
大
学
な

ど
へ
の
進
学
者
は
卒
業
ま
で
返
還

猶
予
▼
申
し
込
み
…
自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
0
0
京
都
府

下
京
区
寺
町
五
条
上
ル
西
橋
詰
町

中
央
ビ
ル
6
階
、
≪
0
7
5
3
4
1
6
0
0

2
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

福
祉
医
療

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
は
、
骨
折
や
ね
ん
ざ
な

ど
の
場
合
は
、
柔
道
整
復
師
の

施
術
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

医
師
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
の
施
術
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
柔
道
整
復
師
や
マ

″
サ
ー
ジ
師
の
施
術
を
受
け
る

と
き
は
、
受
給
者
証
と
保
険
証

の
他
に
、
印
鑑
が
必
要
に
な
り

康
司
忘
れ
ず
に
お
持
ち
に
な

り
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
七
十
歳
以
上
な
ど
の

老
人
保
健
法
の
対
象
者
は
、
健

康
手
帳
と
保
険
証
、
そ
し
て
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

重
度
障
害
者

日
常
生
活
用
具

を
追
加

市
で
は
、
重
度
身
体
障
害
者

に
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
て

移
動
図
書
館

い
ま
す
。
今
回
、
特
殊
尿
器
と

火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
・
：

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。

（
福
祉
課
）

障
害
児
福
祉
協
会

長
期
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
を
募
集

心
身
に
障
害
を
も
っ
子
μ
も

た
ち
と
、
も
た
な
い
子
芦
石
た

ち
が
共
同
生
活
を
営
む
中
で
、

「
共
に
生
き
る
」
精
神
夕
菰
う

こ
と
を
目
的
に
長
期
キ
ャ
ン
プ

や
行
い
ま
す
。

▼
期
間
・
・
・
7
月
2
3
日
出
～
8

月
1
0
日
困
（
各
種
目
に
よ
っ
て

期
間
を
設
定
）
▼
場
所
・
：
丹
後

方
面
▼
指
導
者
・
：
同
志
社
大
学

教
授
大
塚
達
雄
さ
ん
他
▼
締
め

切
り
・
：
7
月
1
1
日
▼
問
い
＜
ｉ
ａ
ｃ

せ
…
京
都
障
害
児
福
祉
協
会

（
京
都
市
北
区
紫
野
下
若
草
町

1
2
、
昔
0
7
5
－
4
1
4
－
1
3
0
1
）

へ
。
（
福
祉
課
）

（
7
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

2
1
ｔ
ｎ
ｇ

2
0
日
南

1
9
ｍ
ｇ

1
5
ｍ
ｌ

1
4
日
俐

1
3
ｍ
Ｓ

1
2
日
輿

8
日
吻

7
日
俐

5
日
輿
日

神
明
奥
広
野

広
野
伊
勢
田
開
野
神
白
川
遊
田
蔭
山
槙
鳥
平
盛

西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
原

南
小
倉

北
小
倉

地
区

5
・
Ｏ
～
6
・
0
―
・
1
1
・
―

4
・
4
・
0
Ｉ
・
∞
ー
ー
・
5

0
を
ｌ
ａ
ｏ
―
・
聞
一
～
―
・
2

4
・
6
・
0
―
・
聞
］
ー
ー
・
0

1
4
‥
0
0
～
1
5
‥
Ｍ
一

Ｈ
‥
0
0
～
Ｈ
‥
4
0

Ｏ
・
～
Ｏ
・
0
Ｉ
・
0
0
1
・
3

1
4
‥
0
0
～
1
6
‥
∞

5
ー
Ｏ
～
6
・
0
1
・
1
1
・
1

1
3
二
ー
‘
1
4
一
5
0

4
・
0
6
・
0
1
・
4
1
1
・
0

1
3
ー
3
0
1
1
4
‥
2
0

Ｏ
・
ー
ー
・
0
―
・
0
0
―
・
0

4
・
6
・
0
1
・
0
0
～
1
・
0

Ｏ
・
0
1
4
0
―
・
Ｏ
～
―
・
3

4
・
0
6
・
0
―
・
Ｏ
～
―
・
0

駐
車
時
間

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

伊
勢
田
仲
杜

開
公
民
分
館
前

池
な
ら
商
店
向
か
い
側

茶
研
登
り
口

遊
田
三
角
公
園

ユ
ニ
チ
カ
蔭
山
社
宅

’
函
落
介
1
2
Ｓ
Ｓ
：
＾
－
八
木
か
レ
ー
．
ー
’

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
介
小
学
校

北
小
介
小
｛

駐
車
場
所ｊ
校

〈
図
書
室
休
室
日
〉

7
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
、
3
1
日
剛
で
す
。

211

太陽をいっぱい浴びて育つひまわ

りは子供たちの成長に通じる花。

（小介町の北川恵一さんの作品）

少
年
補
導
委
員

さ
ん
の
ご
協
力

を
得
る
な
ど
し

て
、
「
地
域
ぐ

る
み
の
牛
顎
指

導
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
ず
。

ま
た
、
教
育
委

員
会
で
は
、
青

少
年
の
健
全
育

成
に
も
力
聚
〈

れ
て
い
未
了
。

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室
（
2
）

の
星
座
や
月
・
惑
星
の
こ
と
な
ど
か
ヲ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
タ
見
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
…
7
月
1
6
日
出
、
午
後
7
時
～
9
時
▼
会
場
・
・
・
小
倉
公
民
館
他
▼
テ
ー
マ
・
：
夏
の
星
座
と
月
、
惑
星
の
観
望
▼
講
師
・
・
・
明
星
天
文
館
長
・
江
上
賢
三
さ
ん
▼
持
ち
物
・
・
・
筆
記
用
具
、
懐
中
電
灯
▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
（
先
着
順
）
、
子
ど
も
は
小
学
校
4
年
生
以
上
が
対
象
▼
申
し
込
み
・
・
・
小
倉
公
民
館
へ
ｍ

公民館のお知らせ

話
か
、
来
館
し
て
。

第
2
3
回
　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
キ
ャ
ン
プ

山
間
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
テ
ン
ト
タ
張
り
、
ク
ラ
フ
ト
や
食
事
作
り
、
夜
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
友
だ
ち
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
程
・
・
・
7
月
2
3
日
出
～
2
4
日
面
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
5
・
6
年
生
、
中
学
生
▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
一
人
千
五
百
円
▼
指
導
・
・
・
宇
治
市
野
外
活
動
サ
ー
ク
ル
会
員
▼
申
し
込

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ＳＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａｃ8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（豊治4687）

み
…
参
加
費
奮
荼
八
て
、
小
倉
公

民
館
へ
。

事
前
説
明
会
か
七
月
十
九
日
脚

午
後
七
時
か
ら
、
小
倉
公
民
館
で

参
加
者
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
孝
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
教
室

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
3
Ｅ
出
、
午
前

9
時
半
～
2
4
日
間
、
午
後
4
時
半

▼
と
こ
ろ
…
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
ｙ
対
象
…
市
内
在
住
の
家
族

孚
芸
涅
小
学
生
以
上
）
ｙ
定

員
・
：
1
5
組
（
先
着
順
）
▼
内
容
・
・
・

ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
ヽ
野
外
ゲ
ー
ム
な
ど
▼
参
加
費

・
・
大
人
千
八
百
円
、
子
ど
も
千
五

百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
参
加
費
夕
モ

え
て
、
直
接
宇
治
市
公
民
館
へ

▼
事
前
打
支
お
せ
今
：
7
月
1
8

日
囲
、
午
後
7
時
か
ら
。

家
庭
教
育
講
演
会

子
育
て
の
時
期
か
婦
人
と
し
て

ど
梁
害
て
い
く
か
、
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
市
公
民
館
で

は
、
幼
児
家
庭
教
育
な
ど
三
サ
ー

ク
ル
と
共
催
で
講
演
会
を
開
催
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
8
日
倒
、
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

公
民
館
▼
講
師
・
・
・
元
公
民
館
保
母

小
坂
恵
美
子
さ
ん
▼
テ
ー
マ
・
＝
子

育
て
と
婦
人
の
学
習
▼
保
育
・
：
お

Ｉ

Ｉ

自

－

Ｉ

Ｉ

自
1
Ｓ
－

青
少
年
夏
の
集
い

夏
休
み
を
友
だ
ち
と
一
緒
に
、

有
意
義
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
と
内

容
…
下
表
▼
と

こ
ろ
・
：
炭
山
キ

ャ
ン
プ
セ
ン
タ

ー
と
木
幡
公
民

館
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
の
小
学

校
5
年
生
か
ら

中
学
生
、
高
校

生
、
及
び
青
年

▼
定
員
・
・
・
3
0
人

（
先
着
順
）
▼

費
用
・
・
：
キ
ャ
ン

青少年夏の集いの日程

母
さ
ん
が
学
習
中
、
2
歳
以
上
の

子
″
に
石
さ
ん
か
保
育
し
ま
す
。
定

貝
は
1
5
人
（
先
着
順
）
で
す
。
お

や
つ
代
五
十
円
▼
申
し
込
み
…
宇

治
市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
し
て
。

保
育
希
望
の
人
は
同
時
に
申
し
込

み
侃

月日 内容 指鼻 ｊ

／フ
1
7削9日（火）
午後7時～9時

キャンプ説明会（保，重者同作）公民館職貝

2

7月23日（土）

午前9時半Ｓ

7月2Ｊ日（日）
午後4時半

キャンプ

（炭山キャンプ

センター）

クラフト作り・自然

観察その他

宇冶市野外

サークル会ｕ

3
7月28日（木）
午ｉｔｌ時半～4時

陶芸実習（1）
ペン立て作り 陶芸家

唐僑保≪さん

4
8月4日（木）
午ａＩ時半－4時

陶芸実Ｓ（2）

プ
参
加
費
千
五
百
円
、
陶
芸
教
材

費
三
百
円
▼
申
し
込
み
…
木
幡
公

民
館
へ
参
加
費
、
教
材
費
Ｗ
’
！
＜

て
直
接
来
館
し
て
申
し
込
み
穴

太
陽
が
丘
の
催
し
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1吻
交通事故巡回相談所

とき7月6日（水）・20日（水）
午前9時～午後4時ところ宇治市宇治若森

京都府宇治地方振興局内容●交通事故の法律問題

●示談のしかた●賠償額の算定●訴訟、調停

のしかた●自賠責保険などの利用、臍求のし

かた他。
お問い合わせ宇治ｉｔｓ方振興局

≪ａ297Ｏ

－

－

ー

一

－

2田
●結婚相談（川東集会所13

時～15時）

3⑨

4ｔ月）
●’ｉ＞配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

幼児相談（保健医療セン
ター13時半～14時半）

5勾

6團

7俐
●法律相談（総合福祉会館13時牛～15時半）
人権相談（市民会館1Ｏ時～15時）

8｛ｉ血圧相談（小倉公民館9時半～11時）

9（±）●結婚相談（川来集会所13時～15時）

10⑧

Ｉｌｌ月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）
乳児相談（保健医療センター9時半～ｎ時）

12幻
●年金相談（総合福祉会館

10時～12時） 青少年問題の悩み

など13困
移動消費生活相談（西木

幡集会所10時～15時）

お気軽にご相談を。

宇治こころの電話
0774－24－080014困

●法律相談（総合福祉会館

13時半～15時半）
－

15（ｉ
血圧相談（木幡公民館9

時半～11時）
日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時に受け付け。

（電話番号はお間違いのないように．／）

16出
●結婚相談（川束集会所13

時～15ｌｌｆ）

市役所清掃課

TEL223141番

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒．新中

ノ荒、ウトロ、南山）

7／118開町（国道筋）広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

’出所前から近鉄踏切までの府道筋）大久保町（田原、日椋、平盛、井ノ尻南ノロー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）219羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山．大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際．京銀前から南京信前までの市

420道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前521までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）622小倉町（近鉄以東の新田島）

宇洽（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）
木幡（平尾．須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

725内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原．北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

826中村、南山畑．南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前、西田ミ古川、北ノ庄．西河

原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西1127浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）蒐道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田．一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

冤道（平町を除く全域）1228明星町（全域）

志津川（全域）宇洽（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇洽（里尻、小桜、宇文字．壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

1329池森、米阪、．矢落、若森．国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）1430神明（全域）

宇治（蛇塚．大谷．野神一部）琵琶台（全域）

広，野町（小ｍｍ．．一都＼

開町（国道筋を除く全域）158／1広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～2ｏ棟

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）168／2大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山．

久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

122軍ｍ、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）

Ｚ23福Ｐｉ（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番ＳｉＪ、三番割一部
425酉浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
526芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、巾村（さつ含ヶｎ－）
627南山（Ｂ）、金草原

728南山畑、北山畑、大Ｓｌ戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）東巾（国鉄以東）．北畠一部
829北畠、桧尾、平尾、須留

930花揃、赤塚．陣ノ内（国鉄以東）、御園，御蔵山、畑山田、北Ｍｍ、正中（国鉄以東）、町並一部
118／1北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山令域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣ノ．内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、128／2一丁目、札ノ辻町、紺屋町

138／3内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
14大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部

18笠取
18寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
19西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
20福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、ト村、大八木島

21車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）

白川・志津川・菟ｉｔ・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域
425田原、井ノ尻、旦椋．半盛、南ノロ

526北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保．南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）．寺山（翠光固団恥）

627寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、石塚（心華寺通り以西）

728東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）宮北一部

829小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西宮北

93Ｏ賢岫冷高閣忽然循鋒蹄箭ｋｉＪｌｌ、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、

Ｕ8／1下居、差法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
128／2蓮華、乙な、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

138／3森本（国鉄以東■）．段ノ上．藪里．東西隼上りヽ東中．西中ヽ河原ヽ門前ヽ只川ヽ中筋ヽ池山、谷下り（国鉄以東）出口（国鉄以東）

ゴミ減量に

ご協力ください

卜・ゴミの水切りを完全に。

Ｓ・・燃え弓ゴミの中にガラスや空カ

ンを入れないでください。

●・新聞や雑誌類はゴミとして出さ

ずに、町内会などでまとめて古

紙回収へ。（清掃課）

し尿収集の届出を

家族や同居人に増減があったり

転出転居、浄化槽設渚｜などでし尿

収集届出に異動があったときは、

市役所清掃課へ届出てください。

（城南衛生管理組合）。

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

122雨ＳＳ池大和、田中）、堀池

223南遊田ヽ遊田ヽ砂田ヽ南山．ウドヽ毛語－部ヽ中ノ荒ヽ井尻ヽ中ノ田、名木、浮面、安田町全域

2中山（近鉄以東）．大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前ヽ45大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

526巾山（近鉄以西）、毛語若林
627羽拍子町
728蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

29北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、8神楽田（山巾含む）

930戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
118／1東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
128／2南落合（4の通り以降～13の通りまで）
138／3南浦（100～110、84～98、30～33）、大京団地、山際一部

14南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白．薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、15郡石橋（大川原拉以吏）

18老ノ木、久保、西山（国道以東）薄池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、19十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

20寺内、西浦

21南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）

212

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章

か
ら
）

●

17⑧

18（月）
●心配ごと相談m．合福祉会館13時～15時）

　乳児相談（保健医療センター9時半～11時）

19幻

20俐 精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

21俐
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時牛）

●高齢者無料職業相談（総合福祉会館10時～15時）
　行政相談（市役所市民相談室10時～16時）

22i） 血圧相談・（広野公民分館9時半～11時）

23出●結婚相談（川束集会所13時～15時）

24⑨

25（月）
Ｓｉｔ』四皿山／ｊｇＡ圭～●
●’L’日こ－c惘畝t柘曾福仕

　会館13時～15時） 社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず，ぉ気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所

から南へ200に）で相談を受けてい

ます。（社会福祉協議会＝総合福

祉会館内S＠5650）

●’C－配ごと相談（民生児童委貝）

　よろず相談全般。毎週月曜日．

　総合福祉会館で。

●法律相談（弁護士）

　法律問題全般。総合福祉会館で。

●結婚相談（専任相談員）

　登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社

　協・相談所員）

　高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）

　キ金全般。

26陶

27俐

消費生活相談（商工観光

課10時～15時）

青少年相談（市民会館13

時～16時）

2俐

●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時半）

　移動市民相談（緑ヶ原集

　会所13時半～16時）

29｛i

30出
●結婚相談（川束集会所13

　時～15時）

31⑨
8月

1㈲

●心配ごと相談（総合福祉

二JBlciμ寸～iii迂ノ｀ゝ

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

７
月
分

□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
・
1
般
生
活
相
談
は
市
役

　
所
市
民
相
談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光

　
課
で
、
教
育
相
談
は
教
育
委
艮
会
で
、
日
曜
日
を

　
除
く
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
Ｉ
金
曜
日

　
の
1
0
時
～
1
6
時
に
総
奏
福
祉
会
館
三
階
の
家
庭
児

　
童
相
談
室
（
さ
⑩
8
6
9
8
）
で
、
ま
た
、
高
齢

　
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
金
曜
日
の
9
時
～
1
6
時
Ｉ

　
に
総
合
福
祉
会
館
二
階
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

　
職
業
紹
介
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

もえないゴ

ミ収集日程
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